
　大崎管内では，畑などを荒らすイノシシやサルを追い払うために「有害鳥獣駆逐用煙火」

を使用したことにより，次の様な事故が発生しています。

・煙火を直接手に持ち使用したため，暴発して負傷

・火の粉がビニールハウス内の稲わらに着火して火災


